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して不可欠な形態学的細胞構造の面にはほとんど認めるべき業績はなかった。 Candida albicans 同
定の重要な鍵の一つである Chlamydospore は「環境条件の不利のときに形成され，厚い二重壁をも
ち抵抗性が強く一種の耐久体と考えられる」と定義されているが，これらは経験的な観察に基づいた
もので，実証性に欠けた点が多い。この Chlamydospore は形態学的にも，染色性でも Yeast Like 
Cell とは異なった特徴を持っているが，生物学的意義についてはほとんど明らかにされていない。これ
は嫌気的培養を必要とするため多量を得にくく実験に不利なのも一因である。しかるに最近好気的条
件で容易に Chlamydospore を形成する菌株を患者材料より得たので，これを用いて Chlamydospore
の生物学的意義を明らかにするために研究をはじめた。
〔方法並びに成績〕
1. 使用菌は阪大微研保存株 Candida albicans FIA 1238 であり，べプトン水に 37Oc 24 時間振塗
培養し，更にサプロープドク糖寒天培地に移植し 25 0C 48 時間好気的に培養して Chlamydospore
を得た。 Chlamydospore は Yeast Like Cell にはみられない抗酸染色性を示すが，これはアセト
ン可溶性部分次いで、エーテノレ・エタノーノレ可溶性部分を除去し，更にクロロホノレムによって抽出さ
れた油状半流動性物質が抗酸染色性を示すことを認めた。
2. 無染色のまま Chlamydospore を検鏡すると，内部に光の屈折性に富んだ比較的大きな頼粒が多
数存在し，これらの頼粒は Sudan Black B 染色によって暗青色に濃染し，又オスミワム酸固定の
電顕像ではきわめて電子密度の高い部分としてみられることから脂質に富んでいることがわかる D







実に発芽を認めた記載はない。 de Fonbrune Micromanipulator を用いて単個培養を行なうことに
より確実な発芽を証明することができ，ついには集落形成まで行き，再び Chlamydospore を形成
する像を認めることができた。
5. Chlamydospore が一般細菌胞子と同様に Yeast Like Cell と比較し抵抗性をもつかどうかを調
べるために耐熱試験を行なったが両者に耐熱性の差を全く認めなかったD
6. Chlamydospore が発芽することがわかったので，発芽に際してどんな物質を要求するかを調べ，
硫酸アンモニウム，第 2 燐酸カ P のみでも発芽し，栄養物を充分内蔵していることがわかる口


























本論文においては，このような技術的困難を克服して，これ迄報告の少なかった Candida albicans 
の Chlamydospore の生物学的意義についてはじめて全般的に明らかにしているo 著者は好気的条件
下で Çhlamydospore を形成する変異株を入手して以下の成績をあげた。すなわち， Chlamydospore 
の抗酸染色性成分をクロロホノレム可溶性成分より抽出し，このものは黄色油状半流動性物質であり，
Baci1l us cereus の場合とは異なっていることを認めた。
光学顕徴鏡による観察と，電子顕微鏡所見とを対比しつつ形態学的所見を整理しており，菌体は一
層の厚い細胞壁をもち，‘脂質性頼枕，核部分， ミ干ゴンドリアも明瞭に証明し， Chlamydospore の形
態学的特長を明らかにしている D
更にこれ迄認めえなかった発芽から集落形式迄を逐時証明している。 Chlamydospore の発芽に伴
う呼吸系の変動は細菌芽胞のそれと類似しているが，その耐熱性は欠けている。など細菌芽胞と対比
しつつ観察されている。
これらの所見は， Chlamydospore の生物学的特長を全般的に明らかにしたものであって，今後こ
の分野における研究に関して有力な参考資料となるものと考える D
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